
 
 

〔 １０ 〕広報出版委員会                     委員長 守田 知恵 

1.委員会開催状況 

(1)委員会 12回 

(2)検討事項 

①「よかナースふくおか」の発行に向けて 

   ア 企画・レイアウト検討、作成 イ 原稿依頼 ウ 原稿整理 エ 校正（各号２回） 

   オ アンケート結果確認 カ 次年度年間計画 

②令和８年度事業計画・予算検討 

 

2.活動報告 

(1)会議等 

①都道府県看護協会広報担当役員会議(Web)  11月19日 

②特集記事の寄稿 

・プラチナナースから学ぼう！いきいき働き続ける力とは 

   (出会いの里病院、可也病院、済生会飯塚嘉穂病院) 

・身体拘束の最小化に向けた取組 

（独立行政法人地域医療機能推進機構九州病院、介護老人保健施設あけぼの苑、一本松すずかけ病院） 

・生涯学習の取り組み 

   (福岡赤十字病院、大牟田市立病院) 

③ジェネラリスト紹介「キラリ輝く“ジェネラリスト”」について 

④読者投稿企画「私の〇〇自慢」について 

⑤クイズ検討について 

⑥協会ホームページ 

  ・広報活動ページにおいて「よかナースふくおか」を発信し、アンケート・読者投稿企画を実施 

(2)取材活動 

①令和７年度「看護の日のつどい」看護フェスタ福岡2025 ナースプラザ福岡 ５月17日 

②令和７年度福岡県看護協会合同職能集会 ナースプラザ福岡 ７月12日 

③第25回福岡県看護学会 ナースプラザ福岡 令和８年１月 24日 

 

3.今後の課題・検討事項等 

（1）福岡県看護協会の事業内容や活動の周知を目的に、読者アンケートを実施し、寄せられた意見や要望を反映

させ、より内容の充実した「よかナースふくおか」を目指す。 

(2)「よかナースふくおか」を電子ブックでホームページに掲載する等、ホームページとの連動を更に推進する。 

(3) 令和８年度より年３回の発行に変更。 

【企画のポイント】 

①協会活動に関する情報の掲載 ②幅広い年代に読んでもらえる紙面つくり ③新しく役立つ情報 

④会員と協会の双方向コミュニケーションがとれる  

⑤記事の内容や構成を従来の「報告型・案内型」から、読者(会員)に寄り添い、次の行動につながる 

「体験共有型」へと変える 

 

 

 

 

 

 

 

 


